
AI戦略2019と数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度についてAI戦略2019と数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度について

背景 デジタル時代の「読み・書き・そろばん」である「数理・データサイエンス・AI」の基礎などの必要な⼒を全ての国⺠が育み、あらゆる分野で⼈材が活躍する環境を
構築する必要

 AI戦略2019の育成⽬標（2025年度）
①リテラシー︓約50万⼈/年（全ての⼤学・⾼専⽣） ②応⽤基礎︓約25万⼈/年 ③エキスパート︓約2,000⼈/年 ④トップ︓100⼈程度/年

＜認定制度の概要＞

●認定制度とAI戦略2019との関係

【 リテラシーレベル ︓2021年度から】
学⽣の数理・データサイエンス・AIへの関⼼を⾼め、適切に理解し活
⽤する基礎的な能⼒を育成
認定数︓217件（2022年8⽉時点）

※特に優れたものをプラスとして18件選定

⼤学・⾼等専⾨学校の数理データサイエンス教育に関する正規課程教育のうち、
⼀定の要件を満たした優れた教育プログラムを政府が認定し、応援︕
多くの⼤学・⾼専が数理・データサイエンス・AI教育に取り組むことを後押し︕
【 応⽤基礎レベル ︓2022年度から】
数理・データサイエンス・AIを活⽤して課題を解決するための実践的
な能⼒を育成
認定数︓68件（2022年8⽉時点）

※特に優れたものをプラスとして9件選定

１００万人/年

（⾼校卒業者全員）

２５万人/年

2,000人/年

５０万人/年

（⼤学・⾼専卒業者全員）

（⾼校の⼀部、⾼専・⼤学の50%）

（⼩中学⽣全員）

トップクラス育成
100人程度/年

エ
キ
ス

パ
ー
ト

応
⽤
基
礎

リ
テ
ラ
シ
ー

（１） トップ⼈材の育成・学位のブランド化
（２） コンソーシアム活動
（３） 認定制度の構築・運⽤

●主な取組

育成⽬標【2025年】

●背景・⽬標

学⽣

学⽣に
選ばれる

企業

企業に
選ばれる

⼤学・⾼専

数理・データサイエンス・AIの
素養のある学⽣を輩出

政府

申請

認定

ニーズにあった学⽣を輩出


